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　今年（平成 17年）の９月のカレンダーによると、世間では２週続けて３連休がある。

我が社はどうかと思ったら、土曜日は２班の交代出勤になっているので、うまい具合にみ

んなが１回ずつ３連休の恩恵に預かる形となった。こういうことは大変珍しい。

　そんなカレンダーを見て旅に出ようと思い立った。この土曜出勤のシフトは私が作った

ものだが、祝日の配列など考えていたわけではなく、他の社員から言われて気が付いた。

それならということで、あることを考えついた。

　８月末の週末に会社で事務所の改装工事を行った。そのため本来休みである日曜日も会

社に出たので、その代休を取ってもいいと上から言われていたのだ。今回の３連休の頭か

お尻にくっつけて４連休にすれば、近くを集中的に周ることも、日数を利用して遠くへ行

くこともできる。それで９月 22日から 25日の４日間とし、出発は前日の 21日夜からと

することで日程が決まった。

　ところで、私がいくら旅が好きだといっても行っていないところはたくさんある。学生

時代に当時のＪＲ全線を乗っているから日本全国のあらゆるところへ行っているように思

われるかもしれないけど、それはあくまで「通った」だけで、観光や滞在などはほとんど

していない。そういう意味での旅は社会人になって以降のことだから、やはり行っていな

いところのほうが圧倒的に多いのだ。

　そんな中でも、このところ特に行きたいと思っているのが、東北の三陸地方、紀伊半島、

立山黒部アルペンルート・下呂・高山といったあたりだ。同じく懸案だった北海道は左半

分にあたる地域とはいえ、幸い昨年周ることができた。

　これら３つのエリアのうち、前二者は完乗の際に乗っているので、行ったというだけで

観光は全くしていない。一方、後者は下呂で温泉に浸かり、高山では街並みを歩いたこと

があるけど、アルペンルートはそれ自体にＪＲが通っていないので、当然行ったことがな

い。せいぜいそこから少し外れた宇奈月温泉に泊まったくらいだ。もっとも、行ったとか

通ったとか言っても、この３ヶ所を訪れたのはいずれも学生の頃のことで、もう十数年前

の話である。だからこそ、行きたいというのもある。私の作品を読んでいただいている方

もこの地方のものがないと思われているだろう。

　どちらにせよ、以前から観光で行きたいと思っていたのは事実で、今回その機会を得る

ことができたので、いずれかに行こうかと思う。どこもとても魅力的だから、即決という

わけにはいかない。

　これとは別に、今年の２月いっぱいで「あさかぜ」、「さくら」が廃止されたのに続い

て、９月末で京都－南宮崎間を走る寝台特急「彗星」が廃止されることになっている。列

車の詳細は割愛するが、「彗星」もまた伝統の特急であるだけに大いに心が動いた。しか

し、それでは前作「あさかぜさくら」に続いて行き先が九州になり、内容も前作同様廃止

前の列車の惜別旅行となってしまうから、二重の意味でマイナスとなり、早々と候補から

消えていった。

　いろいろ迷った結果、一番遠方である東北へ行くことにした。懸案である予算について

はいつもの倍以上の金額を拠出できたので、条件は揃った。

　さて、日程と予算は何とかなったものの、中身が全く決まらない。しかも、９月も上旬

が終わろうとしている。さすがにもう時間がないので慌てる。暇があれば時刻表とガイド

ブックを見ながら、行きたい場所を絞っていく。
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　１週間ほど試行錯誤しながら、先の３連休で行程がほぼ決まった。決まれば、切符の手

配をしなければならないのだけど、連休に入ってしまい、連休明けに買いに行くことにし

た。

　といっても、出発まであと一週間を切った段階で手を
こまね

拱いていてはいけない。特に３

連休だから、取れる宿や指定席は早めに抑えておかないと旅そのものが頓挫してしまう。

だから、指定席類で必ず取っておかねばならない夜行バスの券だけは連休前に取り、宿は

連休中にインターネットで予約をした。夜行バスは全席指定だから、それ自体取らないと、

乗ることすらできないし、宿のほうも連休だから今からでも遅いくらいだけど、全ての宿

が満杯ということもないだろうから、滑り込みでどこかは予約ができるだろう。これらは

何とか予定していたものを取ることができた。残るＪＲの乗車券や指定券は連休明けの

20日に買った。この乗車券を買うのにいつも取っているＪＴＢが、らしからぬ手違いを

して１時間も待たされた。すぐできるだろうと思って、少し離れた路上に停めておいた車

が大いに気になった。

　今回も夜から出発する。いくら４連休といっても、東北で観光をするには前夜発でない

とさすがに厳しい。私の旅では何度となく前夜発の「０日目」が登場するけど、今回は久

しぶりに会社から直接行くという窮屈なスタートになった。

　例によって「０日目」に出るのはもちろん現地での時間を有効に使うためだけど、その

ために今回は東京－仙台間の夜行バスを使うことにしている。その出発は 23時55分であ

る。

　この時間に東京にいるためには、岡山を 20時 09分に出る「のぞみ 32号」が最終とな

る。また、これに間に合うには高松を 19時13分に出る「マリンライナー 58号」に乗ら

なければならないのだけど、これでは岡山での接続時間が３分しかないので、もう一本前

の18時 43分発の「マリンライナー56号」に乗ることにした。

　しかし、普段は20時台に退社している私にとって、18時 43分発の列車に乗るというの

は相当無理がある。会社から高松駅は近いけど、夕方の帰宅ラッシュもあるから、少なく

とも発車の20分前には退社しないと間に合わないだろう。そうなると、18時過ぎには会

社を出ないといけない。

　今日は朝からメーカーとの同行販売で、忙しいながらも充実した一日だった。このメー

カーの人は懇意にしてもらっている人なので、事情を話していつもより早めに帰社して、

仕事の処理をする。それでも18時くらいになり、慌てて服を着替えて、18時20分に退社

した。高松駅までは同僚に送ってもらう。

　駅には18時 30分に着いた。この時間は帰宅するサラリーマンや学生が多い。ここ最近

の私の旅でこんな時間に出ることはなかったので、いつもと比べて賑やかに思う一方、人

が少ないほうが落ち着くなと思ったりもする。でも、ラッシュの時間帯の割にはそれを感

じさせる喧騒とか雑踏といったものがない。

　そんな中にあって「マリンライナー 56号」の出る６番線は多少は人が多い。もっとも、

「多少」の域を出ない程度の人数である。２人掛けのシートのほとんどに１人ずつが座っ

ている。何とか空いている席を見つけて腰を下ろす。徳島から「うずしお 24号」が到着

すると、その乗り換え客がどっとやって来た。席はみるみる埋まり、若干の立ち客が出た。

「マリンライナー51号」、「いしづち26号」が相次いで到着して、18時 43分発車。

　それにしても、こんなに時間に出るとは思わなかった。東北行きを考えた当初、寝台特

急の「サンライズ瀬戸」で東上して、東北新幹線で北上しようと思っていた。でも、中身

が煮詰まってくると、その行程では移動だけで半日を費やしてしまうことになり、時間が
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惜しくなってきた。さらに、岡山から新幹線に乗って新大阪から寝台急行の「銀河」や名

古屋から「ムーンライトながら」に乗ろうとも考えたけど、どれも大差がないので、東京

からの夜行バス「スイート」で仙台まで行くことにした。同じ夜行バスに乗るなら、行程

からすると、東京から岩手県の宮古へ行くバスがよかった。このバスの途中の停留所であ

る一ノ関で降りて旅を始めると、ちょうどいい具合にスタートできたのだけど、出発が池

袋で、しかも 23時発ということもあり、それより遅く東京から出る仙台行きにしたのだ。

時刻表によると、「スイート」は仙台に５時 37 分に到着する。夜行列車案で最も速い

「ムーンライトながら」からの乗り継ぎより２時間も早く着く。

　ただ、その代償として、割引切符が一切使えないことになった。全線ＪＲならなにがし

か使えたかもしれないけど、途中でＪＲとは関係のない夜行バスを絡ませたから、全行程

が正規の切符になってしまった。それにいろいろ観光をするため、バスに乗る機会が多く、

それも片道利用ばかりで往復割引があっても使うこともできない。そういうわけで、切符

類の金額が最もかさんだ。こういうときにかつての「ワイド周遊券」や「ミニ周遊券」が

あればなと思う。何も考えずにそれさえ買っていれば、ずいぶんお得な旅ができたものだ

が、ないものねだりをしても仕方がない。

　高松を出た時点で既に暗いから、車窓を彩るのは街灯とネオン、車のライトのみだ。風

景は旅愁を誘うものがあるけど、さすがに 19時の車内では夜行列車のような雰囲気はみ

じんも感じられない。坂出でまとまった乗降があり、乗客は少し減った。

　昼間、営業で走っているところを見下ろしながら瀬戸大橋に入る。番の州の工場群を過

ぎると真っ暗になる。乗客の動きは岡山に入ってからも変わらず、やはり降りる人のほう

が多い。この程度の乗車率は昼間に車から見ているのと同じくらいで、夕方でもこんなも

のなのかと思ってしまう。

　そんなひっそりした「マリンライナー」も早島を出ると徐々に明るくなり、車窓だけは

ネオンの煌びやかな風景が戻った。間もなく高架に入って、大元を経て 19時 35分、岡山

に着いた。

　この時間の岡山駅はまだまだ賑やかだ。高松より多くの線が乗り入れていることもある

のだろう。客層もサラリーマンから学生、用務客などさまざまだ。「マリンライナー」か

らの乗客も各方面へ散らばっている。私は新幹線ホームへ向かう。

　次に乗るのは、20時 09分発の「のぞみ 32号」東京行きだ。定期列車としては博多発の

最終「のぞみ」になる。発車まで時間に余裕があるので、ホームの電光掲示板にはまだ掲

載されていない。ただ、自由席に乗るので、何番線から出るのかは早めに分かったほうが

いい。

「こだま」が到着しては、「ひかり」、「のぞみ」が追い越していくということを繰り返

しているうちに３番線に入ることがわかった。私は煙草を吸わないから、禁煙車の２号車

の札のかかっているところに鞄を置いた。列の先頭に一人でいるから、まず座ることがで

きるだろう。

　これから夕食だ。鞄を置くまで落ち着かなかったので、我慢していたのだが、これで安

心して食べられる。といっても、もうあとは寝るだけだから、ホームの立ち食いそばの天

ぷらそばで軽く済ませた。

　そうするうちに時間が来て、「のぞみ」がやって来た。車両は 500系だ。指定席はそう

でもないけど、自由席は混んでいる。降りる人が出て乗り込むと、３人席ながら空いてい

たので、そこに座る。すると、残りの２つもすぐに埋まって発車する。空席はなくなった。

　ここにいる全員が東京まで行くとは思えないけど、これだけ乗っていると息苦しい。途

中の新大阪や名古屋で多くの人が降りていくだろう。もっとも、それと同じくらい乗って
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くるかもしれない。

「のぞみ」の車両の500系は、新幹線の中でも最も高価でスピードの速い車両である。高

価ゆえに９編成しかない。車体は明るいグレーに身を包み、窓枠は濃いグレーと青いライ

ンが引かれていて、まるでロケットのように車体が丸く、先端が尖っている。登場時２階

建て車両で話題を振りまいた 100系よりも鼻先が鋭い。スピードを追求したため、居住性

が若干犠牲になっている面もあるという。平成９年から走り出したのだが、投入当初の東

京－博多間の所要時間は４時間 49分で、新幹線博多開業時の所要時間を約２時間も短縮

したのだ。今は停車駅の増加で最速列車は４時間 58分に抑えられているけど、それでも

５時間を切る俊足ぶりである。いずれ乗りたいと思っていた車両だったけど、やっと実現

することとなった。でも、夜のことなので、速さはあまり実感できそうにない。私が乗っ

た感じでは、居住性はあまり悪いとは思わなかったし、シートもゆったりしているように

思えた。今度は昼間に乗りたいものだ。

　相生までは山の中を走り、姫路を過ぎると再び街の雰囲気だ。西明石を出ると、イルミ

ネーションが美しい明石大橋が見える。

　新神戸では降りた人と同じくらいの人が乗ってきて、次の新大阪では大勢降りたけど、

その７、８割が乗ってきた。21時ともなると、さすがの新大阪も昼間ほどの活気は見ら

れない。それでも、席がほぼ埋まる程度の人が乗ってくるのはさすがだ。このあと、もう

一本後に新大阪始発の東京行き「のぞみ」があるから、それを待つ人もいる。まだまだ人

の絶えそうにない新大阪駅である。

　京都、名古屋で乗客は減っていき、座席はかなり空きが出てきた。その名古屋を出ると、

右手にすぐ遊園地が見える。観覧車や神戸のルミナリエを思わせるヨーロッパ調のイルミ

ネーションなどが見える。名古屋駅の近くにこんな遊園地があったのかと思う。

　豊橋を出て、居眠りを始める。気が付くと新横浜が近い。この間約１時間半だから、い

い睡眠になった。もう周りはビルだらけになっている。新横浜、品川とも多くの人が降り

ていく。意外なのは新横浜から数人乗ってきたことだ。ここから東京までは新幹線なら

30分もかからない。でも、在来線に乗ると、横浜線、東海道本線と乗り継がねばならな

いから、かなり時間がかかるだろう。早く帰りたいのか、最終に間に合わないのか。

　23時29分、東京に着く。空席が目立っていたとはいえ、16両編成の全てからとなると、

相当な数の人が乗っているもので、各車両から吐き出されるように降りてくる。

　高松からわずか５時間弱、その日のうちにもう東京の地を踏んでいるのは０日目のなせ

る業だけど、この時間の東京駅に降りることは滅多にない。乗り継ごうにも接続する列車

がないから当然のことなのだが、学生時代の平成４年に新宿から当時の「ムーンライト」、

今の「ムーンライトえちご」に乗ったことがあり、宿泊を除けば首都圏でこんな時間帯に

いるのはこのとき以来だろう。

　それにしても、もう日付が変わろうという時間帯にも関わらず、まだまだ人の波は引き

そうにない。仕事帰りの人、仕事の後飲みに行った人、私のように旅に出る人などたくさ

んいる。私は明日から休みを取って、こうやって前の日から旅に出ているけど、明日は平

日である。それでもこれだけの人が駅にいるのだ。いつものことながら、この人たちはい

つ寝ているのだろうと思う。

　それにしても、東京駅は不慣れなので、どこに何があるのか分からない。どっちが丸の

内口でどっちが八重洲口なのかすらも来る度に時刻表の駅の案内図で確認している有り様

で、まるでお上りさんだ。何度、東京駅を利用しても改札から出ることが少ないので一向

に覚えない。私の中では東京駅は「通過駅」でしかないから降りることがないのだ。だか
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ら、トイレに行きたくて探してみたのだが、すぐには見つからなかったので、先にバスに

乗ることにする。

　仙台行きの夜行バス「スイート」は東京駅八重洲通りという乗り場から出る。八重洲中

央口から徒歩数分のところにあり、駅前からの発車ではない。一方、大阪や京都方面へ行

く「ドリーム」号は八重洲南口から出る。駅前にいくつもの乗り場が並んでいることも

あって大勢の人で賑わっている。そんな様子を眺めているうちに時間がなくなってきた。

発車まで 20分を切っている。その横を通り抜けて、地下道から八重洲通りに出て、バス

乗り場へ向かう。

　目の前をバスが通り過ぎる。仙台行きのバスだ。乗り場に着くと、ちょうど検札を始め

ているところだ。進行方向右側の３列目の３番Ｃ席を指定される。乗り場はコンビニエン

スストアの前にあるので、座席に鞄を置いて、そのコンビニエンスストアで用を足す。ト

イレだけ利用して店を出るのは気が引けるので、感謝の意を表して晩酌のビールを買う。

気が付くと発車５分前になっている。

　23時55分、仙台へ向けて出発する。少し行って左に曲がると、そこはもう首都高速道

路であった。１号上野線から６号向島線に入って左手に隅田川を見ながら走る。東京を出

て十数分もすると、小菅で６号
み さ と

三郷線と分岐して今度は荒川に沿う。もう 10分走ると、

早くも埼玉県に入った。中央環状線、川口線を経て、川口ジャンクションから東北自動車

道となる。０時 47分頃、
はにゅう

羽生パーキングエリアに着く。ここで 15分ほど休憩をする。私

ももう一度トイレに行って駐車場で体を伸ばす。１時発。都会は人も車も遅くまで動いて

いる。

　ところで、明日の天気は雨の予報だ。明日から本格的に旅が始まるというのに、雨では

気分が殺がれる。それに気温は 20 度というから肌寒いに違いない。仙台に着くともう

降っているのだろうか。不安を抱きながらもまどろんでいった。

 

　途中、２回ほどトイレ休憩があったようで、目は覚めたけど時間は分からない。久しぶ

りに座席で寝たけど、リクライニングは利いてもシートの幅が狭いし、列車のように横に

なることもできないからやっぱり腰が痛い。「スイート」の仙台到着は時刻表より 20分

ほど早い５時 15分だ。空は紺色で、そろそろ明るくなろうかという頃合だ。高松だとま

だまだ暗く、６時近くになってやっと明るくなる。

　でも、いくら仙台といえども、この時間では人気はほとんどない。それでも、キヨスク

はもう開いているし、コンコースは電気が煌々と点っている。寝起きなので、洗面所へ

行って顔を洗う。

　洗面所から出てくると、さっきまでとは打って変わって若者を中心に人が増えている。

この間、ほんの５分くらいのことである。これらの若者たちはどう見ても朝帰りの学生だ。

どこに潜んでいたのかと思うくらいで、湧いて出たというと失礼だけど、急に駅が活気付

いてきた。５時半過ぎに改札を通る。

　ここは軽く立ち食いそばでも食べたいところだけど、まだ開いていない。ホームのキヨ

スクもまだ開いておらず、朝食はしばらくお預けだ。５時台では無理もない。

　これから乗る一ノ関行き普通列車は１番線から出る。その１番線に 719系６両編成が

入ってきた。これに乗るのかなと思っていると、10分ほどして動き出した。この車両で

もよかったのだが、去ってしまっては仕方がない。ホームを塞いでいたからか、列車が離

れると急に周りが明るくなった。

　５時52分、岩沼始発の列車が入ってくる。これが一ノ関行きだ。455系３両を２つつな
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ぎ合わせた６両編成で急行型車両だ。車端部がロングシートになっているけど、デッキは

残っているので、急行型の原型を留めている。いつものことながら、ときどき出会う国鉄

型車両は何だかホッとする。

　今日はこれからこの列車で一ノ関まで

行き、接続する盛岡行きに乗って平泉で

降りる。ここで中尊寺やその周辺の義経

にまつわる様々な史跡を見て周ることに

している。それから一ノ関まで戻って、

新幹線で盛岡へ行き、そこからバスで十

和田湖へ向かう。そして、
お い ら せ

奥入瀬渓流を

見てそのまま投宿という予定になってい

る。平泉と十和田湖をくっつけるのは、

多少無理もあるけど、これは目黒君と十

和田湖で待ち合わせをしているためだ。

今回も一緒に旅をする。

　一ノ関に早朝に着くバスに乗りたかったというのは、平泉に早く着くことができるから

だ。このバスだと一ノ関には５時前に到着するから、これからの予定より３時間近くも早

く着く。そうすると、平泉をじっくり見て周っても、十和田湖にはもう少し早く着くこと

ができるし、それだけ十和田湖もゆっくり観光ができる。とはいっても、前の日に会社を

定時に出ないと間に合わないような行程になるから、やはり無理があり断念した。

　ところで、なぜ十和田湖現地集合なのかと言うと、目黒君は前の連休の 18日から東北

を周っていて、22日に十和田湖に入ると聞いていたからだ。昼間の観光や土産の購入な

どは一人のほうが気兼ねなく落ち着いて動けるので、行程をあわせる必要はなかったのだ

けど、それでは夜が寂しい。結局は飲む相手がほしいわけだけど、夜に関していえば、２

人３人のほうが楽しい。それに今回の宿は３泊のうち、２泊は２食付の宿で、あとの１泊

はホテルの素泊まりだ。ホテルにしても、夜の食事は凝ったものを考えているから、同じ

食べるにしても、何人かで「あれがうまい、これがいい」などと言い合いながらのほうが

雰囲気、気分などぜんぜん違う。合流してからは私の行程に目黒君が身を委ねる。去年の

北海道でもそうだったけど、これはいつものことである。

　間もなく仙山線と分かれて、右手に仙台車両センターが見えてくる。701系、415系、

455系などが並ぶ中、名前は知らないけど、ジョイフルトレインらしい車両も見える。

　すると、いきなり右手に貨物列車が現れた。長町辺りから貨物線を通ってきたのだろう

か。その辺の詳しい配線は知らないから、これくらいの推理しかできない。しばらく併走

していたけど、東仙台の手前で抜かれ、その先の貨物駅か何かで停まっていた。

　東仙台を出ると田んぼが広がる。岩切が近づいてきて、右手に仙台へ向けて東北新幹線

の「ＭＡＸ」が回送されているのが見える。反対の左手には色とりどりの新幹線車両がず

らりと並んでいる。新幹線より在来線が好きな私にとって新幹線車両にはあまり興味はな

いけど、これだけ並ぶと壮観だ。

　黄色く色づいた稲穂が一面を埋め尽くしている。香川ではもう稲刈りはほとんど終わっ

ているけど、こちらは刈っている田んぼを探さないといけないほどまだ田んぼは稲で埋め

尽くされている。黄色い絨毯のようだ。

　国府多賀城に着く。きれいで立派な駅舎だ。でも、あまり聞き慣れない駅である。それ

もそのはずで、この駅は平成 13年に開業している。この地に国府と鎮守府があったこと

から、このように名づけられたという。そんな駅の裏手には東北歴史博物館があり、その
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傍らには萱葺き屋根の民家が展示されている。

　分厚い雲が空全体を覆っていて、今にも雨が降りそうな天気だ。今日だけではなく、４

日とも散策をすることになっているから、なんとか持ちこたえてほしいものだ。

　塩釜で乗客が増える。平日なので通勤・通学客がたくさん乗ってくる。トンネルを通っ

て数分すると、右手に松島海岸が見えてきた。小さな島が点々としている。この間、仙台

で分かれた仙石線と２回交差する。利府方面の旧線から新線に移って両線が近くなったの

は地図などを見て知ってはいるけど、こんなに交わるとは思わなかったし、松島がこんな

に近いとも思わなかった。どちらの線も乗ったことがあるのに、そのときのことはまるで

覚えていない。この辺の線は初乗り以来多分乗っていないはずから、もう 15年ほど経っ

ている。忘れていてもおかしくはない。

　ふと座席にあるテーブルを見る。かつては灰皿や栓抜きがあったものだが、それらがな

い。灰皿は車内が禁煙だから必要がなくなったし、栓抜きにしても瓶の飲み物自体が見ら

れなくなったから、当然の成り行きとはいえ、こういう遺構がなくなるのはちょっと寂し

い。

　
あ た ご

愛宕で上野行きの寝台特急「北斗星４号」がゆっくりと通過していく。中は窺い知れな

いけど、多くの人が乗っているのだろう。松島を過ぎると、一転して山の中を走る。品井

沼までこれが続くと、また田んぼに戻った。

　松山町を出ると、鳴瀬川を渡る。そし

て６時 44分、小牛田に着く。ここで陸

羽東線の鳴子温泉行き、石巻線の気仙沼

行きが接続しているので、徐々に増えて

いた高校生を中心とした乗客が大量に降

りていく。東北本線の上り岩沼行きも

入っていて、駅は急に賑やかになった。

でも、まだ７時前なので、乗客はそう多

くはない。

　側線には気動車が何両も停まっている。

ほとんどがキハ 100とかキハ 110といっ

た新しい形式の車両である。これだけ停

まっていると見応えがある。落ち着いて見る間もなく発車する。

　土地柄か特に女子高生にカーディガンを羽織っている子が多い。先述のとおり、今日の

気温は 20度の予想だから１枚余分に着込んでいるのかもしれない。でも、そうこうして

いるうちに、すぐコートが必要な季節になるのだろう。

　雨は降っていないけど、瀬峰辺りから道路が濡れている。いよいよ降りだすのだろうか。

　高いところを走って少し行くと、石越に着いた。ここにはくりはら田園鉄道が接続して

いる。かつては栗原電鉄として電車が走っていたのだが、これをディーゼルカーに置き換

えるという一見、時代に逆行しているような鉄道である。でも、こちらのほうが変電所な

どの設備費やその他経費が抑えられていいのだそうだ。それでも、その経営は厳しいとい

われている。ＪＲの駅前にくりはら田園鉄道の石越駅が見える。初めて訪れたときと変

わっていない。そのときは栗原電鉄に乗るために降りたのだけど、ちょうど列車が出た後

で、次の列車まで１時間ほどあったこともあり、降りたばかりのＪＲ石越駅から次の列車

で次の目的地へ向かってしまった。そのとき以来なので、これもまた 15年近く前になる。

列車が動き出すと、ワイン色のディーゼルカーが停まっているのだが見えた。唐突だった

ので、残念ながら写真は撮れなかった。一度機会を逸すると次の機会というものはなかな
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か訪れないものだ。

　
ゆ し ま

油島で岩手県に入り、次の花泉で通

勤・通学客がまとまって乗ってくる。男

の子が多く、車内はまた賑やかになって

きた。

　乗り場を３つ持つ駅がいくつも見られ

る。新幹線開業前には特急や急行の追い

越しで大いに活用されたのだろうけど、

今は使われていなかったり、レールが剥

がされていたりして痛々しい。また、そ

ういう駅は駅舎も大きめだから、より一

層寂れて見える。

　有壁を出ると、東北新幹線と交わって７時 30分、一ノ関に着く。ラッシュはむしろこ

れからなので大して混雑はしなかった。でも、各方面から列車が到着したこともあり、改

札口は学生らで溢れている。その一方で、到着した列車に残っている人も結構いる。それ

も女の子が多い。改札の雑踏を避けているようだけど、傍から見ると接続列車か折り返し

列車に早々と乗っているのかと思う。

　次に乗るのは７時 47 分発の盛岡行き

で、701系の４両編成だ。空席のほうが

多いのはいいのだけど、オールロング

シートなので、景色はちょっと見づらい。

　発車して少し行くと、
い わ い

磐井川を渡る。

その川土手の脇を走って山ノ目に着く。

ホームには名前は分からないけど、赤、

黄、ピンクなどの色の花が咲いていてき

れいだ。そして７時 55 分、最初の目的

地である平泉に着いた。

　三陸を周りたいといいながらも、平泉

も行きたいところのひとつであった。行

きたいと思って、もう 10年くらいになるだろうか。その頃は単純に中尊寺へ行きたいと

思っていたのだけど、今年は大河ドラマで「義経」をやっていることもあり、より注目を

浴びている。私は大河ドラマを見ていない。見ていないから、平泉のことはよく分かって

いないのだけど、ガイドブックで調べて

みると、中尊寺以外にも義経にまつわる

史跡が点在している。目黒君は一足先に

平泉を訪れていて、レンタサイクルがあ

るからそれを使うといいというアドバイ

スを受けていた。たしかにあることは

あったけど、８時ではまだ開いていな

かった。それでも２時間半ほど時間を

取ってあるので、徒歩でも案外全部観ら

れるのではないかと思う。

　駅の券売機横にあるチラシの中から平
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泉周辺の地図を手にする。ガイドブック

を開いて見て周るのもいいけど、１枚物

のチラシのほうが荷物にならないし、な

かなか詳しくて便利そうだ。

　地図を見ながら、駅から北へ
か ら ご し ょ

伽羅御所

跡を目指す。地図の通りに歩いて行くと、

そこには標柱しかなかった。それからさ

らに進むと、柳之御所跡がある。ここは

藤原氏の政庁があったところとされてい

る。近くに無料で入場できる資料館もあ

るけど、ここもまだ開いていない。御所

跡自体は広大な原っぱが残るだけで、遺

跡の中を重機やダンプカーが往来している。何やら整備をしているようだ。

　道に迷いながら無量光院跡に着く。こ

こは先ほどの柳之御所とは趣きを異にし

ている。池のように一段くぼんだ広いと

ころに小さな島がぽつんとある。県道脇

の空き地からその島へ道が通じている。

島には木々が並んでいて、台座と思われ

る大きな石も点々としている。これは三

代
ひでひら

秀衡が建立したもので、宇治の平等院

を模した建物だったようだ。その予想図

が書かれてあるけど、本当にこれだけの

ものが建っていたのなら、やはり奥州藤

原氏は相当の栄華を極めていたのだろう。

　次は目黒君もお勧めの
たかだちぎけいどう

高舘義経堂へ行く。この高舘は平泉へ落ち延びた義経がここを居

所とし、最期は四代
やすひら

泰衡に攻められて自害した地とされている。丘陵地帯にあり、長い坂

を上ると石段があり、その上り口で入場券を販売している。静かでひっそりとしたところ

だ。券を買って、さらに石段を上ると眺望がぱっと開けて、正面には北上川が悠然と横た

わっている。左手には衣川が合流し、奥には田んぼが広がり、その背後には
たばしねやま

束稲山がどっ

しりと座っている。この束稲山では大文

字の送り火もあり、頂上近くに「大」の

文字が見える。

　右手に松尾芭蕉が元禄２年（1689年）

に「奥の細道」で平泉や義経を詠んだ

「夏草や　兵共が　夢の跡」の句碑が

建っていて、左手には義経堂がある。こ

れは天和３年（1683年）、仙台藩主四代

伊達綱村が義経を偲んで建てたもので、

義経の木像も安置されている。隣には宝

物館もあり、当時の武具などが展示され

ている。
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　ときどき小雨が降る中を先へ進む。傘

を持っていないから、これ以上降られる

と困る。このあとの十和田湖にしても同

じで、何とかならないものかと思う。

　高舘から中尊寺へ向かう途中、東北本

線と交わる踏切脇に湧き水がある。これ

は「卯の花清水」といい、今は枯れたと

のことで水道水を使っている。少しでも

雰囲気を出そうということなのだろうけ

ど、水道水では味気ない。

　踏切を渡ると、国道４号に出る。さす

がは１桁の国道だ。上下線とも車の通行

量が半端ではない。道の反対側に渡って、いよいよ中尊寺だ。ここで９時だ。案外時間が

かかったのは、始めに周った御所跡などで道に迷って行ったり来たりしたからだ。あと正

味１時間くらいだろうから、中尊寺を見終わる頃にはいい時間になっているだろう。

　最初に目にするのは弁慶の墓だ。それ

からだんだらの月見坂を上り、弁慶堂を

見て、東物見台からの眺めも堪能する。
る り

瑠璃光院や地蔵堂などを見ながら石畳の

参道に出る。左手に土産物売り場があり、

何気なく通っていると薬師堂が現れ、何

とはなしに、その反対側に目をやると

「中尊寺」と書かれた門があった。危う

く気付かずに通り過ぎるところだった。

　中尊寺は天台宗の東北大本山で、
じ か く

慈覚

大師が嘉祥３年（850年）に開山したと

いう。奥州藤原氏の初代清衡が前九年・後三年の役で亡くなった人々を慰め、仏国土を建

設するという目的で多宝堂や二階大堂などを造営したものである。本堂は大きく立派で、

本尊は阿弥陀如来である。お参りをして、本堂を撮る。でも、あまりにも大きすぎて、ど

んなに後ろに下がっても全部をファインダーの中に収めることはできなかった。

　本堂を出て参道を進む。しばらくすると、少し広いところに出る。その一角に金色堂が

見える。厳密には
おおいどう

覆堂という建物の中

に金色堂がすっぽり入っていて、それで

風雪をしのいでいるのだ。だから、金色

堂といっても、見えているのはお堂を模

した白いコンクリートの四角い建物で、

教科書などに載っているのも大抵はこの

写真である。その隣には
さんこうぞう

讃衡蔵という宝

物館がある。反対側からは旗を持ったバ

スガイドに誘導されて大勢の観光客が

やって来た。ツアー客も私のような旅行

者も本堂よりもこちらのほうにたくさん

10



いるように思えてならない。大きなくくりで「中尊寺」といってもいろいろあり、その中

でも観光客の関心は本堂より金色堂にあるようだ。

　入場券を買って入る。讃衡蔵、金色堂

の順路である。讃衡蔵ではちょうど今、

「平泉と義経」というテーマ展が開かれ

ている。今年の１月から11月までの長期

の催しで、これも大河ドラマの影響だろ

う。いきなり大きな仏像が３体並んでい

る。周辺で見つかった宝物や書物、武具

などが展示されている。後半がテーマ展

で義経の年表、奥州藤原氏の歴史、義経

や弁慶、頼朝の肖像画、義経が平泉に落

ち延びたときの逃避行の様子や義経が平

泉に入った時の絵巻物などがあり、大変

興味を引く。これはなかなか面白く、他の人も食い入るように見ていた。

　讃衡蔵に続いて金色堂へ行く。広い緩やかな階段を上り、奥に回って中に入る。中には

全体が金色に輝く小さなお堂がある。これが金色堂だ。外壁も内壁も柱、天井、床に至る

まで全て金箔が塗られていて、中にはこれまた金色に塗られた阿弥陀如来、観音菩薩、
せ い し

勢至菩薩、六地蔵などが並ぶ。
しゅみだん

須弥壇や柱、
な げ し

長押をよく見ると、
ら で ん

螺鈿や象牙がちりばめら

れていて、いかに栄えていたか窺い知ることができる。この中央の須弥壇に初代清衡、向

かって左の壇に二代基衡、右の壇に三代秀衡の遺体と四代泰衡の首級が納められていると

いう。

　金色堂を出ると、経堂、芭蕉像、金色

堂旧覆堂を見る。一通り見て終わると、

もう10時になっている。あまりゆっくり

もしていられなくなった。予想どおり１

時間かかった。最初のロスがなければと

思ったけど、初めての地だから仕方がな

い。千手院や
もうつうじ

毛越寺なども見たかったけ

ど、これ以上は無理だ。国道４号へ出て、

急いで駅へ戻った。これらをすべて見よ

うと思えば、半日は必要なのかもしれな

い。ほんの数時間で見て周れるものでは

ない。

　発車５分ほど前に駅に着く。切符を買っていると間もなく一ノ関行きの普通列車がやっ

て来た。それに乗って10時 41分一ノ関着。

 

　次に乗るのは10時 48分発の盛岡行きの「やまびこ153号」である。あと７分しかない

ので、慌てて新幹線ホームへと駆け上がった。でも、ホームに人影はなく、案内放送もな

い。おかしいなと思って時刻表を見ると、これから乗るつもりだった「やまびこ 153号」

は仙台までは定期列車で毎日運転されているのだが、仙台－盛岡間は臨時で延長されるよ

うになっている。しかし、運転日は今日ではなく明日であった。これは当初、23日から
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出発する予定で行程を組んでいたときの名残りで、出発が１日繰り上がったにもかかわら

ず、臨時であることを忘れたまま行程に組み込んでしまっていたのだ。これではやって来

るはずがない。

　それで再度新幹線の時間を確認すると、次に来るのは 11 時 02 分発の「やまびこ 45

号」盛岡行きで、少し時間があるので、ホームの待合室でのんびり待つことにする。

　しかし、「やまびこ 45号」の盛岡到着は 11時 43分である。その後乗る十和田湖行き

のバスは11時 45分に盛岡駅を出ることになっているので、わずか２分しかない。これで

は間に合いそうにない。といって、このまま放っておけば、バスは出てしまっているだろ

う。そうなってはまずいので、バス会社に電話をして、事の次第を告げると、「分かりま

した。バスの運転手にはあなたのお名前を伝えておきますので、乗るときに申し出てくだ

さい」という親切な返事が返ってきた。ひょっとすると、置いてきぼりにされるのではな

いかと思っていただけに、ありがたいことである。

　落ち着いてくると、もうひとつ大きな

ミスに気が付いた。でも、これは始めか

ら「やまびこ 45号」に乗る行程でない

と分からないことなのだが、平泉で 10

時 28分発の盛岡行きに乗って、北上ま

で行ってから同じ「やまびこ 45号」に

乗ることができたのだ。これだと平泉の

往復の乗車券がいらないばかりか新幹線

特急券も北上－盛岡間の特定特急料金の

840円だけで済むことになり、トータル

では差し引き1,300円あまりも余分な出

費をしていたことが分かった。私が予算

計上する旅先での食費１食分に匹敵するくらいの金額だから、痛いミスである。こんなミ

スをするのも久しぶりのことだけど、現地で気が付くとはなんとも注意の足りない話であ

る。

　11時 02分、盛岡での乗換えに不安を抱きつつ「やまびこ 45号」に乗り込む。車内は空

いている。仙台以北で空席が目立つのは東北新幹線の特徴だ。

　突然のプラン変更で盛岡駅で食べる予

定だった昼ごはんの時間がなくなってし

まった。ちょうどデッキに車内販売のワ

ゴンが停まっているので、そこで駅弁を

買う。今回は行き帰り以外では車内で食

することはなさそうなので、これが唯一

の駅弁になるかもしれない。

　選んだのは「紅鮭はらこめし」だ。炊

き込みご飯の上にイクラと鮭の切り身が

５切れほど乗っている。イクラはプリプ

リしており、鮭は辛くなく、若干の甘み

が感じられる。温かかったらもっと美味

しいだろう。去年、札幌で買った「石狩鮭めし」も同じような「親子丼」だったけど、あ

ちらの鮭はほぐし身であった。どうも時間的にこれが今日の朝食兼昼食になりそうだ。で

も、これで少しは気分も紛れた。単純なものである。
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　新幹線からのせっかくの眺望も厚い雲に覆われて、山はほとんど見えない。そんな中、

時折り北上川が見える。高舘で見た太い流れのままゆったりとしている。

　各駅に停まって11時 43分、北上川を右手に見ながら盛岡に着いた。本来見えるはずの

岩手山もよく見えない。

　先ほど電話したバス会社の人の案内に従ってバス乗り場を目指す。現地の窓口で買えば、

往復割引があるというＪＴＢの人が教えてくれた耳寄りな情報も、自分のために待たせて

あるという気持ちから窓口を横目に通り過ぎて行く。これでまた、出さずもがなの出費が

かさんでしまった。

　乗り場である盛岡駅西口はあっけないくらい近かった。しかも新幹線改札と同じ２階部

分にあるようで、駅から出た正面にバスは停まっていた。「斉藤さんですか？」と運転手

らしい人に聞かれ、お礼を言って乗り込む。私が乗るとバスはすぐに発車した。

　まず南西へ向かい、次第に郊外へ出る。

こちらでもよく見かける大型の郊外店が

建ち並ぶ。駅周辺ということもあって道

は混んでいて、そのうち雨がパラパラと

降り出した。
しずくいし

雫石川に面したＴ字路を

右に曲がって、少し行くと国道 46 号に

出る。それから間もなく 12 時頃、昨夜

の夜行バス以来約８時間ぶりの東北道に

乗る。左手前方には岩手山が見えるが、

頂は隠れている。周りの山も麓くらいし

か見えない。

　バスは淡々と走って、12 時 25 分頃に

東北道の最高地点を通過する。標高 475メートルだ。山の中を走っているだけど、それで

も中央道ほどの高さはない。直後に竜ヶ森トンネルに入る。竜ヶ森といえば、ＪＲ花輪線

でもかつては蒸気機関車が重連で上っていた屈指の難所である。

　それから少し行くと、その花輪線が見えてきた。しかも、キハ 58系の２両編成だ。う

ち１両は国鉄原色でカメラを構えた。でも、列車に気が付いたのはすれ違い際だったので、

間に合わず撮ることができなかった。まさかこんなところでＪＲ線と出会うとは思っても

いなかったので、全くの無警戒だった。地図を持たないと、往々にしてこういうことにな

る。

　
あ し ろ

安代ジャンクションで、八戸道と分岐

する。竜ヶ森トンネルを抜けてからは雲

はあまり低くはない。岩手山は既に後方

へ去り、左手には八幡平が見えているは

ずだけど、いくら雲が低くないといって

も、どれがそうだか分からない。峠ひと

つで雲の流れは変わったようだけど、天

気に大差はない。

　
よねしろ

米代川と
あ っ ぴ

安比川の分水嶺を越えて、12

時 45 分頃に秋田県
か づ の

鹿角市に入る。岩手

県から十和田湖へは直接青森県に入るも
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のと思っていた。でも、地図を見ると、十和田湖自体が青森県と秋田県の県境に位置する

し、東北道は十和田から大鰐、黒石、浪岡を経て青森に至っているので、その途中で秋田

県を通っても不思議ではない。

　その秋田県に入った途端に雨足が強くなった。こんな天気の中、十和田湖へ行くのが何

だかもったいないような気持ちになってきた。でも、予定は予定だから行かねばならない。

　湯瀬温泉駅を見下ろして、すぐ湯瀬パーキングエリアで停まる。客扱いのための停車だ

けど、乗る人も降りる人もいなかった。続いて花輪サービスエリアでも停車するけど、こ

こでも乗降はない。トイレ休憩もかねて５分停車して、13時に発車する。

　13時 06分頃、米代川を左に見て十和田インターチェンジで一般道へ下りる。国道 103

号に入って、大湯川に沿って十和田湖へ向かう。すぐ国道 282号と交わるけど、バスはそ

のまま国道103号をさらに北へ上がる。

　13時 20分頃、大湯温泉を通る。大きなホテルもあるけど、800年もの歴史を持つ温泉

だけにひっそりした雰囲気のいい温泉街だ。バスの車窓は街から田舎へと風景が変わって

いく。田んぼがあり、山が迫ってきた。渓谷のようなところもあり、十和田湖が近づいて

いるのを感じる。

　知らないうちにウトウトして目が覚めると、13時 40分になっている。雨は相変わらず

降っている。バスから降りたくないくらいだ。傘はバスを降りてから、売店で買えるのだ

ろうけど、それから観光するのが億劫になってくる。

　バスはいつしか山を登っており、
は っ か

発荷峠へ向かっている。ここには展望台があるのだけ

ど、この天気では到底何も見えないだろう。展望台まで登ってみたけど、やはり見えな

かった。展望台から見えるのは当然十和田湖で、後で見るから別にここで見えなくてもい

いけど、上からも眺めたいと思うのは人情だろう。それに天気がよければ、その向こうに

そびえる八甲田山も眺められるそうだからなおさらだ。十和田湖を見下ろす展望台は４つ

あり、そのうち、この発荷峠展望台が最も美しい景色が見られるという。だから、少しは

その展望を楽しみたかったというのはある。ここで小坂町に入って、下り坂になる。

　５分ほどで峠を下りると、目の前に十和田湖が広がる。Ｔ字路に出て、国道 454号が左

に分岐して弘前方面へ延びている。これを右に曲がって、左手に十和田湖を見ながら走る。

　そうして５分ほど走って、定刻の 13

時 57 分に十和田湖
やすみや

休屋に着いた。青森

県にはバスが到着する直前に入った。バ

スターミナルのベンチに目黒君が座って

いるのが見える。

 

「おう、久しぶりやの」

「それにしても、すごい雨やの」

「どうする？」

「レンタサイクルはやめよう」

「傘差しながら、自転車は無理や。写真

も撮るし」

　まず、鞄をロッカーに入れて、売店で傘を買う。それから、14時15分発の遊覧船に乗

る。遊覧船にいるうちは雨がどれだけ降ろうと構わない。でも、切符売り場から桟橋まで

歩くだけでもズボンの裾が濡れそうなくらい激しく降っている。

　入り口で乗務員に
うやうや

恭 しく迎えられる。乗り込んだとき、乗客は私たちを含めて数人し
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かいなかった。

「乗務員のほうが多いんとちゃうか？」

「ほんまやの」

「平日やしの」

　と言っていると、切符売り場のほうか

ら20名ほどの集団がやって来た。ツアー

客のようだ。数人ではあまりにも寂しす

ぎるから、これで船内も少しは華やぐだ

ろう。

　いかほどか賑やかになり休屋を出航し

て、
にしのうみ

西湖を航行する。間もなく御前ヶ

浜に差し掛かり、十和田湖のシンボルである「乙女の像」を右手に見る。これは明日の朝、

十和田を出る前に撮影する予定にしている。

　西湖を通りながら、目黒君が、

「北湖はあるんかの？」

　と言う。私たちは相撲が好きだ。ここでいう北湖とは横綱北の湖のことを指している。

「さぁ、どうやろか。西ノ海いう横綱は実際におるぞ。明治から昭和初期にかけて３人

も」

　などとやり合いながら、遊覧船の切符

の半券の裏を見ていると、「北湖」があ

る。この後通る中湖、東湖も「なかのう

み」、「ひがしのうみ」と読ませている

から、これも同じだろう。これらはス

ピーカーから流れてくるガイドで分かっ

たもので、切符の裏にあった４つのうち

「北湖」だけガイドされなかったのだ。

「あるわ」

「ホンマや」

　冗談のつもりで話していただけに、驚

きとともに笑いも出た。もっとも、横綱

北の湖の場合の「うみ」の読み方はある小説のタイトルからヒントを得たもので、十和田

湖とは関係がない。

　話が脱線したけど、十和田湖を訪れるのはこれが２回目である。前回は学生時代のこと

なので、もう 15年くらい前になる。その時は朝青森に入って十和田湖へ行き、奥入瀬渓

流を見てから青森に戻って、ねぶた祭りを見ている。だから、遊覧船には乗っていない。

　十和田湖は日本第 12位の周囲46キロメートル、日本第３位の水深 327メートルの二重

式カルデラ湖だ。これだけ大きいから遊覧船で終着の
ね の く ち

子ノ口まで行くのに50分もかかる。

　ところで、十和田湖は青森県と秋田県に跨っているのだけど、実は県境が引かれていな

い。たしかに地図を見ても、県境を表す太い点線は休屋のところと対岸の
お は な べ や ま

御鼻部山のとこ

ろで切れている。これは十和田湖がどちらの県にも帰属していないからだという。これだ

けの観光資源だから、どちらであるともないとも決めなかったのだろう。決めてしまえば、

後が大変そうだ。

　右手に中山半島を見ながら、ゆっくりと進む。恵比寿大黒島があり、小さな入り江がい
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くつも見られる。時折り、見られる倒木

は自然に任せて朽ちていて、幻想的な風

景を演出している。

　見返りの松、中山崎を越えて、中湖に

入る。この中湖が最も深い水深 327メー

トルのある場所である。と言われて、水

面を眺めてみても、見えるのは青緑の湖

面ばかりで、深さなど知りようもない。

深さは分からなくても、透明度が高いと

いうのは青緑の水が透き通って見えるの

で、何となく分かる。ここでぐるっと一

周して、湖全体を見せてくれる。遊覧船

ならではのサービスである。

　
お ぐ ら

御倉半島の五色台や表千丈幕、御倉山

を見ながら、東湖を右手に見て、子ノ口

を目指す。五色台は山肌が赤く染まって

いる。これは鉄分のためらしい。でも、

あとは山肌の黄色っぽい色しか見られな

かったけど、「五色」のほうがやはり響

きがいい。もしかすると、木の葉の新緑

や紅葉も含めてそう呼んでいるのかもし

れない。そうだとすると、粋なネーミン

グだと思う。

　その紅葉は９月末の現時点では、当然

まだ始まってもいない。ただ、よく見る

と、気の早いもみじがほんのちょっと色づいている。

「紅葉はまだまだやの」

「そうやの」

「次の10月の３連休辺りに来たら、ええかもしれんな」

「若干早いかも知れんけど、まだ10月のほうがええやろの」

　今回の旅は紅葉を意識したものではな

い。紅葉を見るつもりなら、当然後へず

らしているはずである。だからといって、

紅葉で混み合う時期を避けたわけでもな

い。単に東北へ行こうと思い立って、そ

れがたまたまこの時期だったというだけ

の話だ。でも、せっかくこうやって来る

のなら、時期の選定にはもう少し慎重に

なったほうがよかったのかもしれなかっ

た。

　15 時 05 分、子ノ口着。雨は小降りに

なっている。これから奥入瀬渓流を散策

するのでちょうどいい。十和田湖へ流入する川は銀山川、
う た る べ

宇樽部川など数多くあるけど、
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奥入瀬川は十和田湖から流れ出る唯一の

川である。
やけやま

焼山までの約 14キロにわた

る渓流が今回の十和田湖観光のハイライ

トである。残念ながら時間がなく、途中

行けるところまで行って、休屋行きの最

終バスで戻ることにしている。14キロと

いうと、普通の道でも徒歩３時間はかか

る距離だというのに、渓流沿いの自然の

ままの遊歩道だから、歩くだけでもその

２割増くらいの時間、いや、撮影もしな

がらだから５割増くらいはかかるかもし

れない。

　土産物売り場があり、焼ききりたんぽ

が売られている。少々肌寒いから食べて

もいいかなと思ったけど、目黒君が昼に

食べたという。私だけが食べても問題は

なかったけど、そのまま散策に入る。国

道 103 号の手前に子ノ口橋がある。そこ

を流れているのが奥入瀬川だ。十和田湖

から勢いよく流れて出ている。橋から下

りて、遊歩道を歩く。雨はほとんど気に

ならないくらいで、足元のぬかるみに気

を付ければ何とかなりそうだ。

　一足先に入った目黒君の情報によると、

子ノ口から
い し げ と

石ヶ戸までが一番いいらしい。それもルートとしては石ヶ戸から子ノ口まで歩

いて、遊覧船に乗るのがベストだという。それは私も吟味した過程で焼山から子ノ口まで

遊歩道、子ノ口から遊覧船というパターンを考えたことがあるから、そのほうがいいのは

よく分かる。でも、それには青森か八戸から入る行程となる。しかし、仙台行きの夜行バ

スに乗り、平泉からスタートした私には盛岡からのバスしか選択肢がなかった。もちろん、

平泉を抜きにして、八戸なり青森へ直行すれば、午前中から十和田湖や奥入瀬の流れを堪

能することができたわけだから、見るところを一ヶ所に絞るか複数に分けるかは大いに迷

うところではある。

　子ノ口から石ヶ戸の距離は９キロほど

ある。写真を撮るために何度も立ち止ま

るだろうから、その半分くらい歩ければ

よしとせねばならないだろう。行けると

ころまで行って戻ってくるというのは、

私としては本意ではないけど、仕方のな

いことだ。

　遊歩道に出るとすぐ、万両の流れ、千

両岩、百両橋、五両の滝があり、合わせ

て「一万千百五両の眺め」というのが現

れる。雨に濡れた木々がしっとりしてお
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り、山水画を見るようだ。

　それからしばらくは川の両脇に滝が続

く。寒沢の滝に続いて見られるのは銚子

大滝である。これが奥入瀬川で見られる

唯一の滝で、幅 20 メートル、高さ７

メートルあり、狭い中をうねくねと流れ

る渓流中、スケールはナンバーワンでは

ないかと思う。奥入瀬川本体の滝なので、

水量は豊富で間近で見るとものすごく迫

力がある。近くに詩人の佐藤春夫の碑が

ある。

　しばらく見入って、さらに進む。次に

出てきた九段の滝はあまりの高さにカメラに収まりきらない。首が痛いのを我慢して見上

げると細い糸を何本も垂らしているように見える。

　滝もいいけど、途中の流れもすばらしい。雨が降った

後ということもあって、流れはより急になっているよう

だ。しぶきを上げて、岩にぶつかっている。岩が並んで

いる箇所では流れがひしめき合って激流になっている。

雨降りといっても水が濁っていないのが何よりいい。

　そんな流れに見惚れていると目黒君が、

「痛！」

　足をくじいたらしい。こういう道は、どうしても平坦

な道のようにはいかない。しかも、ぬかるみもあって、

それを避けながら歩くからなおさらだ。顔をしかめてい

る。

「大丈夫か？歩けるか？」

「まぁ、何とか行けそうや」

　私もこういうことは

あるから、経験的に多

分大丈夫だろうとは思

うけど、痛みのほどは

分からないので少し心

配だ。ペースを落として進むことにする。

　不老の滝、白糸の滝、白絹の滝などを見ながら歩く。

雨はほとんど止んだ。でも、時間はもう 16時を回って

いるので、ストロボ無しではカメラのシャッターが切れ

ない状態になった。

「なんや、早から光っとる」

「こっちはまだいけるけど」

「ええのぉ。これでは時間があっても、撮れんではない

か」

「もう少し行ってから戻るか」

「そうやの。まだ行きたいけど、カメラが使えん、バス

がなくなったでは話にならんけんの」
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　ということで、しばらく歩いて終わりにすることにした。この先、雲井の滝、九十九島、

阿修羅の流れ、三乱の流れ、石ヶ戸といった見所があるのだけど、まだ５キロほどある。

結局、14キロのうち、４キロほどしか歩くことができなかった。もう１時間早く着いて

いれば、もっと周ることができたけど、それは言っても始まらない。これでまた、平泉同

様尻切れトンボに終わってしまった。でも、次回来る楽しみができたと思えば、尻切れト

ンボもけっして悪くはない。問題は次に来るのがいつになるかだ。こう見所が多いと、今

度来るときは丸一日は充てておかないと、満足に見ることなどできないだろう。

　そうして16時 30分頃まで歩いて、
たまだれ

玉簾の滝を見て今回の奥入瀬渓流は終了することに

なった。地図を見ながらバス停に向かう。一番近いのは雲井林業という名前のバス停だ。

最終バスはここを 17時に出る。目黒君の足は本人が大丈夫と言うものの、やはり心配だ

し、もう写真も撮れないので、ちょっと早いけど国道へ上がる。観光から帰る人、これか

ら泊まる人で、狭い国道の往来が激しい。

　バス停に向けて歩いているのだけど、手にしているのは奥入瀬渓流のイラストマップだ

けなので、今どこにいるのかは分かっても距離感が全く掴めない。どんなに歩いても、同

じ風景が続くばかりで、

「まだか？」

　と目黒君が聞く。

　前方に公衆トイレが見えてきた。これは地図にあるから、行き過ぎてはいない。ここで

トイレ休憩を取る。でも、もう 16時 45分になっている。バスは時折り早発があるから、

あまりゆっくりもできない。

　すると、間もなくバス停が見えてきた。雲井林業と書いてある。舗装されていない道が

山のほうへと延びている。

「雲井林業って･･･」

　目黒君が笑う。

「多分、ここにそういう名前の会社があって、その名前を借りとんやろ」

「ありそうに見えんけど」

「なんせ、林業やけんの。この道の奥にあるんかも知れん」

　16時50分を過ぎている。あとは17時にバスが来るのを待つだけだ。でも、待合室も何

もないバス停で待っていると、目の前を通る車から変な眼差しを受ける。特に女の子ばか

り数人が乗った車などは、まるで不審者でも見るような目で見られるから心外なことこの

上ない。

　まさか本当に早発したのではないかと、一人でやきもきしながら待っていると、17時

を少し回った頃にやっとバスが到着した。乗ると、10人弱の乗客がいる。この人たちは、

今晩は疲れを癒して、明日は一日十和田湖で過ごすのだろう。逆に子ノ口から石ヶ戸や焼

山まで歩き通した人がいるかもしれない。

　先ほど見てきた滝や流れを見ながら、子ノ口には 17時 10分頃に着いた。私たちが１時

間半ほどかけて歩いた区間をわずか 10分足らずで走ってしまうとは、さすがはバスであ

る。ここで数分停まって発車すると十和田湖を右に見ながら進む。

　しかし、曇り空で日暮れが 17時半という気象状況では17時過ぎでも外を見るのは苦し

く、みるみる暗くなっている。休屋までノンストップで走って、17時 35分頃到着。

 

　もうバスターミナルは閉まっていて、道を挟んだ反対側にあるビジターセンターに入る。

土産物売り場があって、何か買うわけではないけど、少し休憩をして宿に向かう。

　今晩の宿である国民宿舎十和田湖温泉はバスターミナルのすぐ裏手にあり、立地はなか
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なかいいのだけど、ホテルや旅館が立ち並ぶ筋から一本外れている分、辺りは静かである。

この宿は目黒君が取っていたのを、後から私も取ったものだ。宿泊の数日前で取れるかど

うか不安だったけど、何とか取ることができ、うまい具合に同じ宿になった。

　カウンターの男性に名前を告げる。目黒君は横で黙っている。男性を見ていると、おか

しいなと思いながら対応しているのが分かる。それで私が別々に取ったことを言うと納得

した様子で、キーが２つ出てきた。先に勘定を済ませると、ここで夕食の時間と追加料理

の注文を取り始める。夕食は 18時半にして、追加料理のほうは目黒君は１品だけでよさ

そうな感じだったけど、それでは少々物足りないので２品にした。それで、ヒメマスの刺

身と馬刺しを頼んだ。どちらも十和田の名産だから、目黒君にも異存はなかった。値段は

１品につき1,500円と少し高いような気もするけど、土地の料理だからいいことにする。

　部屋は２人とも２階だけど、やはり別々に取ってあるから偶然でもない限り隣にはなら

ない。たしか目黒君が208で私が211だったと思う。国民宿舎だから、いくら十和田湖に

あるといっても、周辺にある旅館やホテルと比べると、残念ながら設備は及ばないだろう。

どちらかというと、中学生の時に宿泊学習で泊まった施設に近い。でも、国民宿舎らしく

ゆったりしていて、のんびりした雰囲気はいい。それぞれにテレビを見るなどして寛いで

から、風呂に入る用意をして目黒君の部屋へ行く。

「風呂行くぞ」

「え？もう飯の時間が近いぞ」

「まぁ、まだ20分くらいあるが」

「間に合うんか？」

「30分も１時間も入らんやろ」

「そりゃ、そうや」

「それに、先入ってなかったら、そのまま酒も飲んで『もうええ』ってなるやろ」

　これは２人に共通することだ。こういう場合、風呂を後回しにして入った試しがない。

だから、私は投宿したら食事より先に風呂に入ると決めている。

　目黒君を促して大浴場へ向かう。私たちだけしかいないので、ゆっくり入ることができ

た。この宿は十和田湖畔初の天然温泉施設だそうで、十和田市にある姉妹施設である十和

田湖ポニー温泉から配湯されているということだ。41℃のお湯が出るという。リウマチや

神経症にいいとあり、疲労回復にも効果があるというから、歩き回った体にはうってつけ

だ。

　時間がないのは分かっているけど、じっくり浸かる。大浴場というよりは中浴場といっ

たほうがしっくりくる広さの浴室だけど、家の風呂よりは当然何倍も広く、手足を伸ばし

てもなおゆったりできるのは、温泉と呼ぶにふさわしい。疲れた体を癒してくれるようだ。

　18時 40分頃に食堂へ行く。既にほとんどの人が食事を摂っている。テーブルにはおか

ずが並んでいて、ご飯とお茶がセルフサービスとなっている。今日のメニューはヒメマス

の鍋、マグロなどの刺身、茶碗蒸し、長芋の煮物、漬物、あとは先ほど頼んだヒメマスの

刺身と馬刺しである。

「どっちもなかなかええやん」

　と目黒君が言う。追加料理のことだ。

　ヒメマスは鮭が海に出ずに残った魚だというだけあって、鮭そのものだ。刺身はとろけ

るような身で、非常に美味しい。一方の馬刺しも同じように柔らかく、もう少し食べたい

くらいだ。もちろんヒメマスの鍋も身が締まっていて、出汁も染みこんでいて満足した。

ただ、最近はヒメマスも減少傾向にあるということなので、これからは貴重なものになっ

ていくかもしれない。
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　お酒は最初に十和田湖ビールという地

ビールを飲む。地ビール独特のくせのあ

る味だけど、比較的飲みやすい。それか

ら瓶ビールを２本頼んで飲み干す。飲ん

でいるにも関わらずご飯も２杯ほど食べ

て、１時間弱で食べて飲んで食堂を出る。

　食堂を出て、フロント横にある土産物

売り場をのぞいてみる。何かいいものは

ないかとしばらく見てから部屋に戻る。

それでも、まだ 20時だから、ゆっくりし

たものだ。

　このあとはテレビを見ながら、明日の

予定を話し合いながらゆっくり過ごす。旅に出たといっても、テレビから流れてくるもの

は家で見るものと同じだから、宿の非日常とそこで流れるテレビ番組の日常とがないまぜ

になって、家にいるのかそれとも旅先なのか分からなくなる。でも、こうやって宿に泊ま

ると、その日のニュースが見られるのがいい。２人いるとお酒の勢いもあり、より饒舌に

なる。気が付くといつの間にか０時半になっている。もう寝ようということになって、慌

しく床に就いた。

 

　６時半に目覚ましを鳴らしていたけど、

結局７時に起きる。６時間以上の睡眠は

いつもと同じくらいの長さだけど、ビー

ルをたくさん飲んだせいで、すぐには頭

が起きないから動作も緩慢になる。ゆっ

くり支度をして、食堂へ下りたのは７時

半だった。

　８時前に部屋に戻る。既に身支度はで

きているので、早々にフロントへ行く。

目黒君はまだ下りて来ない。仕方がない

ので、土産物売り場をのぞく。りんご

ジュースが目に入ったので、会社の土産ともども買うことにした。荷物になるから、ここ

から宅配便で送ることにする。これで土産を買わずに済む。といっても、これから巡ると

ころで何か欲しくなるかもしれないし、

まだ旅程が３日もあるから、ここで送っ

てしまうのもどうかとも思ったけど、荷

物を増やしたくないので、送ることにし

た。

　それにしても、８時を過ぎたというの

に、目黒君がなかなか下りて来ない。目

黒君の携帯電話にメールを送ったけど、

返事もない。おかしいので、部屋に行っ

てみる。目黒君の姿はない。多分トイレ

なのだろう。もうしばらくして８時半く

らいに下りてきた。
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　バスは９時発だけど、その前に「乙女の像」へ行きたい。宿の人に聞くと、歩いて 15

分くらいかかるという。昨日の遊覧船から撮ったものでは何となく分かる程度にしか写っ

ていないので、是が非でも行きたい。徒歩 15分なら急げば10分くらいで着くことができ

るだろう。

「行くんか？」

「行くよ」

「どれくらいかかるん？」

「15分くらいやって」

「戻って来れるんか？」

「行けるやろ。せっかく来たのに撮らんと帰るんも何やし」

　早足で「乙女の像」へ向かう。宿や土産物売り場の並ぶ中を抜けて湖畔へ出る。昨日と

比べて周囲は随分見やすくなっている。まだ雲は低いけど、対岸もはっきり見えている。

それらを撮りながら先へ進む。

　早く歩いたので、10分くらいで「乙女の像」に着く。学生時代にも見て撮ったのだけ

ど、前回来たから今回はいいというものでもないだろう。シンボル的なものの写真がない

と片手落ちのような気がする。早く着いても宿を出るのが遅かったので、５分くらいで休

屋に戻る。雨が降っていないのが幸いだった。同じ道を通ってバス乗り場に着いたのは発

車５分前であった。

　既にバスは入っており、中には４人乗っている。落ち着く間もなく、もう発車する。左

手にさっきまでお世話になった宿がちらっと見えた。バスが動いて少し行くと、すぐ秋田

県に入る。

　私は昨日通ったルートの折り返しだけど、目黒君にとっては盛岡までのコースは初めて

だ。右手に十和田湖を見ながら進む。湖畔には朝の散策を楽しんでいる人の姿が見える。

時間に余裕があれば、のんびり散策くらいしたかったところだけど、その余裕を作ること

がなかなか出来ない。

　国道 454号と交わる和井内の三叉路に出る。これから昨日ガスでほとんど眺望の利かな

かった発荷峠へと登っていく。

　今日は祝日で３連休という人も多いから、観光バスと何台もすれ違う。そんな連休を楽

しんでいる人がいる一方で、自転車でこの峠を登っている人がいる。バスでもエンジンを

吹かせて、ギアを低くして登っているところだ。自転車はもっときついだろう。顔は苦し

そうだし、太ももには筋肉が浮かび上がっている。

　９時 15分頃、発荷峠に着く。昨日同様何も見えない。何も見ていない私が言うのも気

が引けるけど、ここからの眺めはいいらしい、と目黒君にガイドブックで見たままのこと

を吹聴していたから、ちょっと残念そうだ。

　間もなく、国道 104号と合流する。細い川の流れに沿っている。時折り見られる旧道ら

しい使われなくなった細い道路のほうが、川にぴったりくっついている。昔はこの細い道

路を車が走っていたわけで、バスやトラックがよくこんなところを通っていたなと思う。

向こうから大きな車が来ると、たちまち立ち往生してしまいそうな細さだ。でも、今は太

く快適な道となり、バスは快調に走っている。

　９時 40分頃、大湯温泉に着く。ここで一組の老夫婦が乗ってくる。乗客はこれで８人

になったけど、バスの車内はいたって静かだ。

　居眠りをしているうちにバスは東北道に乗っている。そして、花輪サービスエリアに着

いて５分停車する。昨日同様客扱いをしているけど、昨日と同じくここでの乗降はなかっ

た。10時 05分発。
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　このあとは熟睡してしまって、盛岡に

着く直前まで気が付かなかった。その盛

岡には 11時 20分に着いた。寝る前には

降っていなかった雨がこちらでは降って

いる。強い雨ではないけど、けっして弱

くもない。

「よう寝るの」

「ここまで寝るとは自分でも思わんかっ

た。君は寝んかったんか？」

「俺も少しは寝たけど、君みたいに本腰

には寝てない」

「まぁ、俺はこれから運転するけん、え

え休養になったわ」

 

　今日はこれからが本題のようなものだ。いささか遅く、あまり出来のいい行程とはいえ

ないけど、仕方がない。

　今日はこれからレンタカーで宮古、釜石を経て
さかり

盛まで抜けて、そのまま泊まることに

している。三陸を巡りたいという当初の構想に従えば、八戸から仙台もしくはその逆向き

で太平洋沿いを鉄道で走破することになるのだが、観光をしながら日のあるうちに盛に着

こうとすると、盛岡から山田線か併走するバスに乗るのが適当ということになって、こう

いうルートになった。でも、山田線にはうまい具合に走っている列車がなく、接続のいい

バスにしようとしたのだけど、トータルで見ると、安くついて、機動性もあるレンタカー

にしたのだ。

　もっとも、八戸からでも行けないことはない。十和田湖から八戸行きのバスに乗って、

それから八戸線、三陸鉄道北リアス線、山田線、三陸鉄道南リアス線と乗り継ぐと、これ

から回ろうとする行程と同じくらいの時間に盛に着くことはできるけど、観光は全くでき

ず、列車の中で過ごすことになる。それはそれで面白いとは思うけど、あまりにも味気な

い。それに八戸で２時間近く待たされるのもマイナスだ。観光重視ということもあり、盛

岡－十和田湖往復という格好の悪い行程になってしまったのだ。

　レンタカーは今回も前回同様、事前に予約してある。ただし、今回は 24時間ではなく、

最短の６時間のみのレンタルで、盛岡で借りて盛で乗り捨てとなる。その間約 200キロだ

から、６時間もあれば十分だ。寄り道をせずまっすぐ走れば、平均時速 50キロなら４時

間で着ける距離だ。これに観光を加えても６時間あればちょうどいいくらいだろう。

　予約は完了しているから、まずお昼を食べる。最初に目指すのは宮古である。距離はお

よそ100キロなので、寄り道なしのノンストップで走れば、約２時間で到着するという計

算になるから、昼食は盛岡で済ませておいたほうがよさそうである。現地で食べると、そ

れだけ時間を無駄にしてしまう。

　盛岡駅の中にある飲食街で食べようということになった。私は盛岡だから冷麺でも思っ

たけど、冷麺は先に東北入りしている目黒君が既に食べたという。かといって、もう一方

の名物であるわんこそばを食べる胃袋も時間もない。

　ということで、わんこそばではないけど、地下にある「やぶ屋」というそば屋に入った。

これは２人とも意見が一致した。目黒君は関東の生活が長いから、ラーメンとかそばは大

好きだ。私だって好きだけど、残念ながらうどんほど味の違いは分からない。

「ここでええやろ」
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「まぁ、雰囲気も悪くなさそうや」

「では、決定」

　店内に入ってみると、ほぼ満席だ。こ

れは期待できそうだ。空いているテーブ

ルに着くと、そばの説明がある。国産の

そば粉を使ってあるそうだ。創業も古く

歴史を感じさせる。２人とももりそばの

大盛りを頼んだ。お客さんが多いことも

あり、少し待った。

　しばらくして出てきたそばはなかなか

美味しく、つゆも麺によく絡んで甘くも

なく辛くもなく、私にとってはよかった。

ただ、目黒君も言っていたけど、コシが少し足りない気がした。でも、十分美味しいそば

であった。そばだからすぐに平らげて店をあとにする。

　間もなく 12時だ。そろそろレンタカーの店に行こうと思う。今から行って手続きなど

をしているうちに、ちょうどスタートの12時になるだろう。

　駅前だからすぐに着いて、さっそく手配をしてもらう。私たちはその間にお持ち帰り用

の地図などを見て、これからの行程をチェックする。チェックといっても、宮古へ通ずる

国道 106 号とはどういうところを通る道なのか見当も付かない。地図を見ても、途中で
くざかい

区界峠を越えるから、山道なのだということくらいしか分からない。道は快適路なのか細

くカーブの多い道なのか、というのはもっと分からない。単に 100キロだから、２時間と

言っているに過ぎない。それでも、200キロを６時間で走ればいいから、それほど無理な

行程でもない。

 

　準備ができて係員に案内される。簡単な説明を受けてさっそく出発する。12時 05分だ

から、まずは予定通りである。前回は雲仙の山の上まで登るということもあって、1500cc

の車にしたけど、今回は 1300ccのにした。でも、同じようなところを走るので、1500cc

でもよかったかなと思う。運転は例に漏れず私である。目黒君は黙っていても助手席に座

る。

　盛岡の市街を出るまでにどのくらい時間がかかるかがポイントだ。駅前通りの一本南の

道を東に進み、すぐ北上川に出ると、これを左折して駅前通りに向かう。この開運橋の交

差点で２回待たされる。祝日で雨降りだからいつも以上に混んでいるのだろう。

　これを抜けて、駅前通りとなる県道２号に入る。少し行って中央通り２丁目交差点を右

折して、しばらく直進する。国道 455号との交差点を越えて、岩手県庁を過ぎ、盛岡市役

所の三叉路を右折する。官公庁の集中しているこの辺りは休日だけにひっそりしている。

　盛岡城跡のある岩手公園があり、これを左折して、ここからまっすぐ走る。ガイドブッ

クに載っている盛岡じゃじゃ麺の看板を左に見ながら、目黒君の、

「行こうで」

　という声を無視して、そのまま直進する。12時 20分頃には早くも郊外に出て、対向車

や前後を走る車もまばらになって、気持ちよく走れるようになった。それにしても、すっ

かり田舎の風景になっている。15分や20分でこうも変わるものかと思う。

　右手に北上川へと流れる
やながわ

梁川が沿っている。細い川で、道が川に沿っているのか川が道

に沿っているのか分からないくらいの流れだ。
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　山を登るにつれて、ガスが出てきた。だんだん視界が悪くなったので、ライトを点ける。

「おい、大丈夫か？」

「まぁ、何とか行けるやろ」

「あんまり無理するなよ」

「あかんかったら、停まるわ」

　と言っているうちに、すっかり霧に覆われて前方がほとんど見えなくなってしまった。

こういうときに限って先頭を走っているのだ。それはそれで追突せずに済むのでいいのか

もしれないけど、逆に追突される恐れがある。

「やばいぞ」

「そうやの」

　それまで快調に飛ばしてきたのだが、さすがに大きく減速する。12時 40分頃、区界ト

ンネルを抜けると盛岡市から川井村に入り、左手に「道の駅　区界高原」が現れる。ここ

は少し気になっていたところだ。「ビーフビレッジ区界」という施設があり、日本短角牛

の料理が食べられるという。そういう高原だから牛乳などもあるだろう。ちょっと心が動

く。目黒君に、

「どうする？牛が食えるで」

「うーん、どっちでもええよ」

　昼食を食べた後ということもあり、２人とも食指が動かないのかそのまま通過してし

まった。明日、明後日と牛肉を食べる予定にしていることもあり、また三陸が今日の目的

である以上、途中で停まらないことにした。

　この先にある
も い ち

茂市から北に上がると岩泉という町があり、そこには
りゅうせんどう

龍泉洞という洞窟

がある。これも行きたいところのひとつだったけど、区界同様見送ることにする。寄り道

ができる点が車のいところではあるけど、あれもこれもと言っていると、結局三陸はどこ

も見ることができなくなり、わざわざ車を借りた意味がなくなってしまう。

　ここからは徐々に下りていく。右手には
は や ち ね

早池峰山が見えるはずだけど、やはり曇ってい

て見えない。ただ、霧はだんだん晴れてきて、見通しはよくなってきた。これで安心して

走ることができる。

　道は案外走りやすい。もっとクネクネした道かと思っていたけど、時折り急なカーブが

現れるものの、概ね緩やかな曲線なので、これくらいのカーブなら大きくスピードダウン

するほどでもない。

　ここから右手に山田線と
へ い

閉伊川が沿う。川の流れが変わって太平洋に注ぎ込む。山田線

に沿うといっても、レールが宮古方面に延びているだけで、宮古に着くまでの間、上り下

りとも一切出会わなかった。いくら鉄道が好きだといっても、宮古に至るまでの路線がこ

の調子では観光で来ている以上、とても付き合ってはいられない。

　霧はすっかり晴れて、車も快調に飛ばす。相変わらず前後にほとんど車は走っておらず、

ときどきすれ違うのみである。13時 09分頃、「道の駅　やまびこ館」を通過する。

　車はさらに東へ進む。当たり前だけど、トンネルがやたらと多い。10個どころではな

い。宮古までいくつトンネルを抜けるのだろう。しかも、続くときは５つくらい連続して

現れて、そのうち２つくらいは長いので閉口する。

　川井村の中心の陸中川井を過ぎて数キロ行くと、三ツ石トンネルを抜ける。ここから宮

古市に入る。時間は 13時半になろうとしている。今年の６月６日に合併するまではここ

は
にいさと

新里村であった。それがこのあと訪れる
た ろ う

田老町とともに新宮古市になったのだ。
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　この何年かの市町村合併で多くの市町村が消えていき、来年の春までこういうことが続

くけど、いくつかの町村が寄っての対等合併ではなく、市に吸収される形での合併となる

町村の人たちの気持ちはどういうものなのだろうか。私の住む高松市は今年の 10月に１

町、来年の１月に５町と合併することになっている。もともと高松市民の私は吸収する側

だから、吸収される側の気持ちは分からない。旧町村の名前は地名として残るといっても、

やはり吸収合併というのは、愛着があるだけにあまり気持ちのいいものではないのではな

いか。

　少し行くと、岩泉線と分岐する茂市駅が左手に見える。ローカル線とはいえ、分岐駅だ

けに造りは大きい。

　それにつけても、接続さえよければ、車には乗らずに山田線に揺られていたはずである。

しかし、山田線は極端に本数が少ない。盛岡－宮古間を直通するのは１日わずか４往復し

かなく、盛岡発の宮古行きの始発は何と 10時 48分発である。こうも本数が少なければ、

レンタカーに浮気をしたとしてもやむを得ない。ところで面白いことに、この盛岡－宮古

間の４往復８本のうち下り１本、上り２本は快速で、残りの５本も各駅停車のようである

けど、大志田を通過する列車が上下１本ずつある。つまり、大志田駅に停車する列車は１

日に上下合わせて３本しかないのだ。こういう駅はなかなかあるものではない。他に盛岡

近郊に区間運転はいくつかあるけど、地元の人のために供している列車だから、私たちの

ような旅行者には途中下車でもしない限りは無縁な列車である。

　かつて学生時代にＪＲの全線完乗を目指していたときに、もちろんこの山田線にも乗っ

ている。そのときはたしか上野から夜行急行「八甲田」に乗り、盛岡で降りて山田線の６

時頃の始発列車に乗ったのを覚えている。その列車は今、盛岡始発ではなく川内７時 37

分発に変わっている。でも、その当時ですら５往復程度しか直通しておらず、本数的には

大差はない。その一方で、同じ山田線でも宮古－釜石間やその先花巻へ抜ける釜石線はこ

ちらの倍ほどの列車が走っており、まことに羨ましい。先述のとおり、盛岡から宮古まで

は100キロ程度である。もう少し本数を

多くしてくれてもいいのにと思う。

　辺りがだんだん開けてきて、宮古の街

が見えてくる。時計は 14時前を指して

いる。予定通り２時間程度での到着だ。

ここでまっすぐ最初の目的地である
さんのういわ

三王岩を目指せばいいのに、鉄道好きの

性か宮古駅を見ないと気が済まない。ナ

ビゲーションに従って 13時 55分、宮古

駅着。駅に来て特にすることもない。駅

舎を撮っただけだ。山田線に乗っていな

いだけに余計見たかったというのもある。

「三王岩までのナビ、設定してよ」

「うーん、あ…いかん」

「どしたん？」

「動いたら使えん」

　レンタカーにはナビゲーションが付いていて便利だけど、運転中には操作ができないよ

うになっている。理屈は分かるけど、操作をするのは何も運転手だけではないだろう。そ

れに走行中に運転手が操作できるわけもない。これはナビゲーションだけではない。内蔵

されているテレビだって車が動き出すと、地図になるように設定されている。もっとも、
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テレビに関しては、走行中でもそのまま見られるものもあるようだが、ナビゲーションの

操作ができないのは困る。

　それでも何とか設定できて安心して走る。宮古の街を抜けて、国道 45号に入る。この

道は仙台市から三陸海岸に沿って八戸市、十和田市を経て、青森市に至る国道で、鉄道同

様に走ってみたい道である。

　海岸沿いの快適な道で、アップダウンは多少あるけど走りやすい。右手少し離れて太平

洋が見えてきて、10キロほどで田老に着く。三王岩はその田老にある。

　市街地から郊外への 10キロだから、先ほどの国道 106号とは違って、すぐには着かな

い。あとで見る潮吹穴への道をやり過ごして５キロほど行くと、三陸鉄道の田老駅が見え

てきた。始めはナビゲーション、近くまで来ると標識に従って進むと、ひっそりとした田

老港に出る。そこは遊歩道の入り口であった。傍らの案内図を見ると、相当歩かねばなら

ないようだ。でも、時間的にあまり余裕はない。観光をしていると、むしろもう少し時間

がほしいくらいだから、目黒君が、

「おい、こっちへ回ったら？」

「そうやの。車なら、さして遠くはなさ

そうやし」

　車で走ること、３分程度で三王岩の展

望台に着いた。ここで三王岩を上から見

下ろす事ができる。大きな岩が３つそそ

り立っている。上から見るからそうでも

ないけど、近くで下から見ると、迫力が

あるだろう。

「ええでないか」

「そやの」

「近くまで行くか？」

「え？ここでええやろ？」

　と目黒君が言う。時間があまりないとはいえ、それではあまりにももったいないから、

目黒君を乗せると、運転手の権限でそのまま進むことにする。

「行くんか？」

「行くよ」

　そうして着いたのは、三王岩の駐車場

であり、遊歩道の終点である。田老港か

らの遊歩道を歩けばここに着くことにな

るけど、やはりかなり歩かねばならな

かったようだ。ここに車を置いて、階段

を下りる。雨は上がっていて、散策する

にはありがたかった。

　今度の展望所はさっきよりも低い位置

で見ることができる。しかも、近いから

上から覆い被さるような迫力がある。太

平洋の荒波が岩を洗ってしぶきを上げて

いる。干潮時なら海食洞を歩くこともで

きるようだけど、今は残念ながら潮が満ちており、波も荒いから、途中まで行って下りる

のは諦めた。

27



　三王岩を堪能した私たちは、続いて潮吹穴を見る。国道 45号を外れて、これも標識に

従って走ると数キロで着く。小さな駐車場があり、ここに車を置いて歩く。私たちの他に

見に来ている人はいなかった。

　木の生い茂った中を波の音のする方向へと歩く。看板には700メートルほどとあるけど、

とてもそんな近い距離のようには感じら

れない。階段がジグザグになっているせ

いもあるのかもしれない。下りても下り

てもそれらしいものは見えてこない。

木々を抜けて、パッと開けると太平洋に

出る。でも、階段はまだ続いている。多

分、階段が尽きたところが潮吹穴の見え

るところなのだろう。

　はたして、階段の終点は潮吹穴の見え

る展望台であった。波はあるけど、ガイ

ドブックで見たような間欠泉を思わせる

ような水柱が立つのだろうか。それより

どこが潮吹穴なのかさっぱり分からない。

「どれや？」

「分からん」

「波はあるけど、この程度では弱いんかの？」

「うーん、そうかも知れん」

　そんなことを話しながら、周りを見渡すと、かすかに上に向かって煙か霧のようにけ

ぶっている箇所がある。その岩をよく見ると、穴のような影が見える。どうもあれが潮吹

穴らしい。

　この潮吹穴は海水による侵食で岩が削られて、岩の下側に空洞ができ、上側に穴が開い

てできたという。その空洞へ波が押し寄せると、上方の穴からくじらのような潮を吹く仕

掛けらしいのだが、もっと荒れていないと見られないようで、高いときで 30メートルは

上がるという。私たちも10分か15分くらいいたけど、結局それらしいのがしょぼしょぼ

と出てきた程度で、写真に見るような豪快な潮は吹かなかった。たった 10分や 15分で、

30メートルにありつこうというのは何とも虫のよすぎる話で、そうそう運良く見られる

ものではない。残念だけど、もう時間がないので先へ進むことにする。

「明日か明後日来たら、よかったかもしれんの」

　その明日か明後日には台風が近づくという予報が出ている。それで昨日からこんなに天

気が不安定なのだ。

「そやの。ごついんが見られるかもしれん」

「でも、命がけで見ないかんやろの」

「そやの」

　人気のない寂しいところだから、仮に大波にさらわれても誰にも見つからないだろう。

　再び国道 45号に戻って、県道 248号に入って浄土ヶ浜へ行く。こうも見所が点在して

いると、いくら汽車が好きだといっても車で周ったほうが断然有利である。

　ところで、こうやって海岸に沿って走っていると、「津波注意」という標識をよく見か

ける。三陸沿岸は昔から沖合での地震の際には津波や高波の危険にさらされている地域で、

何度も被害に遭っている。避難場所の案内や過去の津波の高さを示す標識など注意を促す

ものがいくつも見られる。
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　私たちは途中の展望所を通過して、浄

土ヶ浜バスターミナルというところまで

走るとここに車を置いて散策を始める。

もう 15 時半だから、だいぶ時間も押し

迫ってきた。

　人が行く後をついて行こうとすると、

駐車場のおばちゃんが、

「船が出た後だけど、奥浄土ヶ浜まで行

くといいよ」

　と教えてくれる。

　その「浄土ヶ浜島めぐり」という観光

船の切符売り場を下りていくと遊歩道に

出る。こちらは十和田湖と違って、コンクリートで舗装されているので歩きやすく、道幅

も広い。でも、「浜」を歩いている感覚はない。観光船の出る港の脇にある小さなトンネ

ルを抜けると、土産物売り場があり、開けたところに出る。ここが浄土ヶ浜だ。足で漕ぐ

白鳥型のボート 20～30台が陸に上げら

れて所在なさそうに佇んでいる。十和

田湖でも同じように岸に上げられて静

かに並んでいた。

　遊歩道は海に沿っていて、さざ波の

音が聞こえる。三王岩や潮吹穴で見た

ような荒波は見られない。海は透明で

底がはっきり見えていて、藤壺などの

貝類が岩に張り付いている様子がよく

分かる。空にはカモメがたくさん飛ん

でいる。こんなに多いのは観光船の客

がエサを投げ与えているためだ。

　沖には大小の島や岩が点々としている。ここでもたくさんのカモメが優雅に飛んでいる。

曇ってはいるけど、雨は上がっていて、その分空気中の埃を洗い流したためか、平板な風

景ながらすっきりしている。

　右手に海を見ながら歩いているけど、

左側は絶壁である。20～30メートルくら

いの高さはあるだろう。そんな岩肌に木

が生えている。潮で枯れないのだろうか

とも思うけど、花も咲いている。小さな

花だけに愛らしい。

　そんなところを 10分ほど歩くと、ま

た広いところに出て、奥浄土ヶ浜に着く。

浄土ヶ浜よりも広い。ここにも島や岩が

点在している。でも、島や岩は大きく、

しかも近くでそびえているので、浄土ヶ

浜とはちょっと趣きが違う。さらにその

背後には太平洋が控えていて、これらをまとめて撮影をするのはなかなか難しい。

　10分か15分ほどで奥浄土ヶ浜を辞して駐車場に戻る。出たのは16時10分頃だった。
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「時間はどうや？」

「うーん、ぎりぎりってとこやろか」

「ナビを設定しよう。ロスは禁物や」

「そやの。ぎりぎりならなおさらや」

　ナビゲーションの設定を盛駅とし、案

内のまま走り出す。

　先ほどの道には戻らず、さらに進んで

県道 259号に出る。宮古魚市場の横をか

すめて閉伊川が見えてくると、国道 45

号と合流する。すぐ国道 106号と分岐し

て、宮古市役所の前を通り、国道 106号

をまたいで宮古大橋を渡る。これで宮古

とはお別れである。

　しばらく片側２車線が続いたのち、郊外へ出て１車線になると、昼間の盛岡同様に車は

まばらになった。今日借りている車も前回紹介した到着予想時間付きのナビゲーションだ

から面白い。浄土ヶ浜を出た辺りでは 19時くらいを指していたけど、だんだん時計の針

は戻っていき、18時半くらいになった。

「この調子で走ったら、18時前には着くようになるで」

「そうやの。みるみる戻っていっきょる」

「道の駅　やまだ」、四十八坂展望所を

過ぎ、調子よく走っていてると、浪板海

岸が近づいてきたので、

「浪板海岸寄ってみるか？」

「時間は大丈夫か？」

「まぁ、ここまで来たらいけるわ」

　ということで、ちょうど標識が現れた

ので、展望所に車を入れる。隣は波板観

光ホテルで、ひょっとすると、そこの駐

車場かもしれないと思いつつも入った。

　ここは眼下に砂浜が広がっていて、こ

れまで見た断崖とは違っている。サー

フィンを楽しんでいる人がたくさんいる。サーフィンのことは何も知らないけど、荒波で

もない適度な波なので、波に乗るにはうってつけなのだろう。５分ほどで出発する。

　もう 17時なので、あと１時間しかない。前回は１時間オーバーにも関わらず、超過料

金を取られることなく返すことができたけど、毎度毎度そういうわけにはいかない。

　浪板海岸から 10分ほどで釜石市に入った。それからすぐ市街地に入り、17時半頃には

市の中心部を走っている。でも、思っていたほど混雑はせず、すんなりと抜けられた。

　といっても、もう 17時 40分くらいで、あと 20分しかない。日も暮れたので、ライト

を点ける。これまでと違って少しカーブが増えてきた。

　駅でいうと、三陸鉄道南リアス線の三陸辺りから国道 45号は海岸を避けて、内陸に入

る。それから間もなく、大船渡三陸道路という標識が現れた。どうも国道 45号のバイパ

スらしい。

「こっち入るか？」

「自動車専用道か？」
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「そうみたい」

「料金かかるんちゃん？」

「いや、無料みたいやで」

「じゃあ、乗るか。そのほうが早いやろ」

　18時頃に入る。大船渡三陸道路は自動車専用道だけあって、信号もなく快適だ。長い

トンネルを抜けると、大船渡市の夜景が見下ろせる。高速道路ではないけど、みんな高速

道路並みに飛ばしている。私もその流れに乗って走る。

　大船渡という出口があり、そこでほとんどの車が下りている。おかしいな、と思ってナ

ビゲーションの地図を見ると、この大船渡で道が切れている。今わが車は道なき道を走っ

ている。けもの道か空中散歩か、とにかくナビゲーションにはない道を走っている。最近、

延長されたのかもしれない。

　事実上の終点が大船渡のようだ。車はほとんど走っていない。行き違う車も皆無に等し

い。こういうときは次の出口が長く感じられるものだ。ナビゲーションによると、盛の次

の大船渡もその次の下船渡も過ぎている。だんだん不安になってきたところで、18時 07

分頃、終点の標識が現れる。目黒君が、

「これは騙された」

「うーん、これはこれで面白いけど、知らん街で暗い中を走るんは不安やの」

「超過料金は払えんぞ」

「まぁ、それはの」

　大きく行き過ぎて、再度本来の国道 45号に入る。休日の外出から帰ってくる夕方の混

雑で、ノロノロ運転になる。途中、ガソリンスタンドで給油して盛の駅を目指す。しかし、

目的の駅から２駅もオーバーするとさすがに遠い。

　結局、18時20分頃にレンタカーの営業所に着いた。超過料金は取られなかった。返す

ときに目黒君に促されて、ナビゲーションのことを店員に話すと、常に最新のものを搭載

するようにしておりますが、申し訳ございませんという。別に料金を取られることはな

かったので、とやかく言う必要はなかったかもしれない。

 

　これから宿を探さねばならない。予約はしてあるけど、場所は分からない。駅から徒歩

３分とあるので、まずは駅へと向かう。盛駅は一回しか訪れていないので、そのときの記

憶はないに等しい。記憶が残っていたとしても、随分変わっているだろうから、あまり当

てにはならない。

　３分ほどで駅に着いた。駅に着く手前に車庫が見え、そこで職員が車内で談笑している

のが見えた。暗いからよく分からないけど、三陸鉄道の車両のようだ。

　しかし、明るいのは駅だけで、今通ってきた通りも駅周辺も暗く静まり返っている。国

道 45号から外れているせいもあるのかもしれない。雰囲気は去年の春の北海道で泊まっ

た深川に近い。盛は大船渡市の中心で、近くに市役所もある。まだ 18時半なのに、まる

で夜更けのようだ。休日だからだろうか。

　それでも、その通りから駅を通過してさらに進むと、少しはましになる。いくつかの飲

食店があり、大きなスーパーマーケットもある。

　宿が分からず、国道 45号へ出る。こちらは車の量が多く、人も少しは歩いている。で

も、飲食店は全国チェーンのファミリーレストランくらいしかなく、先ほどの通りとは全

く印象が異なる。

「晩飯はさっきあったどれかやの」

「そやの。こっちはなさそうやな」
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　そうやって、しばらくウロウロしていると、今晩の宿が見つかった。この宿もインター

ネットで調べて取ったところだけど、盛ではこの宿しか検索できなかった。しかも、検索

ができただけで、予約は電話で行った。隣の大船渡には数軒あったのだが、わずか１軒で

は選択のしようもない。大きな漁港をもつ大船渡市だから、そんなに人が訪れないことも

なかろう。書店で売られている「全国宿泊表」あたりならもっと載っているのかもしれな

いけど、１軒とはあまりに少なすぎる。

　ホテルなのだが、近頃の安売り合戦に見られる素泊まり 4,000円やそのさらに上を行く

朝食付き 4,000円などというのではなく、競争相手がいないからか素泊まりで5,500円で

ある。ちなみに昨夜泊まった国民宿舎は２食付きで 6,500円であった。いつもホテルに泊

まる場合の予算を 6,000円程度で計上している私にはこの値段が特別高いとは思わないけ

ど、目黒君は面白くなさそうだ。たしかにフロント付近にあるロビーらしいスペースは物

置と化しているから、見た目にも商売っ気は感じられない。

　おばちゃんが出てきてキーをもらう。明日は朝が早いことを告げると、玄関の開け方を

教えてくれる。１泊２食というプランもあったけど、食事など出してくれるのだろうかと

辺りを見渡していたら、フロント脇の奥にそれらしい食堂がぼんやりと見えた。

　薄暗いフロントで先に料金を支払う。部屋で旅装を解くと、すぐ街へ出た。街といって

も、先ほどの寂しそうな通りなので、すぐにでもどこかに入りたい。

　宿を探していたときから気になっていた店が２軒あった。１軒はふらっと立ち寄れそう

な居酒屋風の店で、もう１軒は割烹と書いてある。私は前者を希望しているけど、目黒君

は後者が高そうだけど気になると言う。しばらく思案していると目黒君が、

「じゃあ、ジャンケンで決めよう」

「…？」

「勝ったほうが入る店を決める」

「そうやの。でないと、埒が明かん」

　その結果、私が勝った。入ると、多少雑然としているものの、雰囲気のいい店で、５脚

ほどの椅子の並ぶカウンター席と座敷にテーブルが３つある。私たちは座敷のほうに座っ

た。

　旅先でこういう店に入ったときは、メニューを見てみても分からないことが多いから、

店の人にお勧めを聞くことにしている。これは北海道の深川でもやっている。

「すみません。この店のお勧めは？」

　と聞くと、店のおばちゃんは壁に掛けてある黒板を指差す。そこには焼きそば、焼きう

どん、鳥そば、卵焼き、焼鳥などが記されてある。居酒屋というより食堂のメニューに近

い。

「これで全部です」

　と言う。全く期待外れである。でも、席に着いた以上は何か頼まなければならない。仕

方がないので、焼きそばとビールを頼む。

「なんじゃこりゃ？」

「うーん」

「店の大将が病気か怪我で店に出れんようになったけん、休業せんかわりにおばちゃんで

も作れるメニューだけにしとんと違うんか？」

「見掛け倒しやの」

「とっと出してもろて、とっとと食って出ようぜ」

　こうなると焼きそばを待っている間にも、もう１軒のほうに行きたくてたまらなくなり、

焼きそばが出されるや否やまたたく間に平らげて20分ほどで店を出る。
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　そして、すぐさま目黒君推薦のもう１軒の店へ向かう。たった今、失敗したばかりなの

で、目黒君は躊躇していたけど、構わず入った。焼きそばとビール１杯だけだから、お腹

のほうはまだ大丈夫だ。「割烹」とあるだけに落ち着いた雰囲気だ。ガラスケースにはネ

タが整然と並んでいる。これは期待できそうだ。客はカウンターに１人と座敷のテーブル

に１組いるだけだった。何れも地元の人のようで、私たちは一番奥のテーブルに腰を下ろ

す。

　メニューを見る。さまざまな魚介類の名前が並んでいる。これだけ豊富だと目移りがす

る。例によって、店の人にお勧め料理を尋ねる。季節の魚としていくつか挙げてくれた中

から、ほうぼうと秋刀魚の刺身を頼む。

「『ほうぼう』というのはどんな魚なのですか？」

　すると、店のご主人が現物を見せてくれる。体は真っ赤で腹は白い。胸ビレが異様に大

きく飛魚を連想する。

「ちょっとグロテスクかもしれませんが、この季節は美味しいですよ」

　と言う。突き出しをあてにしながら飲んでいたビールが１杯終わる頃に出てきた刺身を

見ると、鯛に近い白身である。味も淡白だ。鯵に近い秋刀魚の脂っこさとは対照的だ。で

も、どちらも旬なだけに美味しい。もっとも、ほうぼうはもう少しあとの季節のほうがい

いようだ。

　刺身がなくなると、今度は焼き物を頼む。ホタテの磯辺揚げとホッケの開きだ。ホッケ

はあの深川以来この方面へ来ると、条件的に食べたくなるようになった。でも、場所にも

よるけど、ホッケは春が旬らしい。心なしか身が小さく見えた。ホタテはこれからの季節

のものだから、身は大きく、微かに漂う海苔の香りが酒をより進ませる。

　最後にあいなめの刺身を頼む。これも時期が少し先のようだけど、意外と脂が乗ってい

て美味しかった。どの魚も新鮮で満足した。

　この辺でと思っていると、ご主人のご厚意で、秋刀魚のすり身と餅で作ったつくねのよ

うなものとしめじや豆腐などが入った味噌汁を出してくれた。秋刀魚の脂っこさが抑えら

れていて、飲んだ後だけにさっぱりして飲みやすかった。

　魚の説明や汁のサービスまでしてくれて、恐縮しながら店を出ようとすると、

「どこからお出でになりましたか？」

「高松からです」

「遠いところかよく来てくれました。どの辺を周っているのですか？」

「昨日は十和田湖で、今日は宮古辺りを。明日は松島へ行きます」

「久慈へは行きましたか？」

「行きたかったのですが、今回は行けてないですね」

「今度来たときは、ぜひ久慈から宮古を周ってみてください。近くに龍泉洞もあります

し」

「本当は八戸からこちらに来たかったのですが…。次に来たときは必ず行きます」

　２時間ほど店にいて、これだけ頼んで２人で 7,000円弱だった。もっとかかるものと

思っていたから、なおのこと満足した。店を出た直後、目黒君が、

「これで盛の店は決まりやの」

　私にも異存はない。いい店を見つけた。屋号は「
か せ い

華勢」という。

　さて、これからはホテルでの３次会だ。目黒君が風呂上りから着る下着がない、という。

近くにコンビニエンスストアがあるので、そこで下着を買う。その間、私は 500ミリリッ

トルのビールを６本買う。

　ホテルには 22 時頃戻った。交代で風呂に入って、昨夜同様ニュースを見る。その

33



ニュースを見ながら、いろいろ言い合って夜は更けていく。

　今日は金曜日だ。前回の「あさかぜさくら」でも紹介した深夜番組を今日も見ようと

思った。同じ系列の放送局なので、チャンネルはそのままにしていた。こちらで果たして

放送されているのかというのは、残念ながら部屋にテレビ欄のコピーが置かれていないの

で分からない。でも、ニュースが終わっても始まらなかったので、こちらでは放送はされ

ていないようだ。

　あとで調べたところ、この番組は岩手県ではこちらより２時間遅れで、内容は１ヶ月遅

れで放送しているとのことである。知っていたとしても、さすがにそんな時間までは起き

ていられない。そのときはそんなこととはつゆ知らず、他のチャンネルに替えながら雑談

をしているうちに０時を過ぎ、おいおいに布団に入った。

『「ぜいたく」奥の細道』の続きを読む
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